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実務経験のある教員に
よる授業科目

該当しない

○授業の目的・概要等 ○その他

授業の目的

教師として中学校「社会」を指導する力量を修得することです。そのために、必要な知識を自ら習得
し、指導内容に関する資料を収集し、授業を行うための手順・時間配分・組み合わせなどについて
実践的能力を培います。

受講生数に応じて、講義、演習、検索、記録、記述、分析、報告、模擬授業などを組み合わせます。組み合わせは受講生数
に応じて異なります。
課題（試験やレポート等）に対しては、口頭によるコメント、個別のコメントなど、必要に応じてコメントします。

授業の概要

授業計画に即して講義を聴き、ノートし、調べ、資料作成し、意見交換し、発表し、授業案を作成し、
模擬授業を行うなど多様な活動を組み合わせます。

授業の運営方法

（１）授業の形式 「講義形式」

（２）複数担当の場合の方式 「該当しない」

（３）アクティブ・ラーニング 該当なし

授業コード K002301 クラス名 -

担当教員名 山岸　治男

地域志向科目 該当しない

履修上の注意、
履修条件

教職を志望しており、通常のコミュニケーションが可能なこと。教職に期待される役割を習得する意
欲を持つこと。
講義の中で中学校社会科教師に必要なミニマム（最低ライン）を求めるので、これに誠実に応え、
自ら教職力を習得している実感を体感してください。

○成績評価の補足（具体的な評価方法および期末試験・レポート等の学習成果・課題のフィードバック方法）
ノートを丁寧にとってください。授業案は深く考えて、簡潔に表現して下さい。
参加態度として、積極性や意欲、受講仲間への配慮や責任感、誠実さなど、教師として求められる資質を高めて下さい。

教科書 学習指導要領、中学校社会科教科書（含地図帳）

参考文献及び指定図
書

講義中に提示します。

関連科目 免許取得に必要な全科目

【思考・判断・創造】
聴く、記す、読む、書く、指導案を作成するなどの全活動に良
習慣を習得するよう努力すること。 10点

必修・選択区分 教職関係科目（必修）：中学校教諭一種免許状（社会）
【知識・理解】

知識や理解について毎時簡単な質問をする際に応えられる
よう復習すること。 20点 10点

【技能・表現・
　コミュニケーション】

発問への対応、感想記録などにきちんと対応すること。 10点 20点

受講生が、ノートを取りながら聴講する活動、演習に参加する
態度、調査課題について諸資料を検索する活動、記述など文
章化する活動、報告、模擬授業などを通して、それぞれの能
力を受講前と比べて向上したと実感できることです。

10点 10点 10点
単位数 4 配当学年 / 開講期 3 年 / 通年

ナンバリングコード K20707
大分類 / 難易度
科目分野

教職科目 / 標準レベル

【関心・意欲・態度】

2020年度 授業シラバスの詳細内容

○基本情報 ○成績評価の指標 ○成績評価基準（合計100点）

科目名（英） 社会科教育法 （Teaching Methodology in Social Studies ） 到達目標の観点 到達目標
テスト

（期末試験・中
間確認等）

提出物
（レポート・作

品等）

無形成果
（発表・その

他）
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科 目 名 ： 社会科教育法 （Teaching Methodology in Social Studies ） 科 目 名 ： 社会科教育法 （Teaching Methodology in Social Studies ）
担当教員： 担当教員：

１. ９.

（約2.0h） （約2.0h）
（約2.0h） （約2.0h）

２. 10.

（約2.0h） （約2.0h）
（約2.0h） （約2.0h）

３. 11.

（約2.0h） （約2.0h）
（約2.0h） （約2.0h）

４. 12.

（約2.0h） （約2.0h）
（約2.0h） （約2.0h）

５. 13.

（約2.0h） （約2.0h）
（約2.0h） （約2.0h）

６. 14.

（約2.0h） （約2.0h）
（約2.0h） （約2.0h）

７. 15.

（約2.0h） （約2.0h）
（約2.0h） （約2.0h）

８. 16.

（約2.0h）
（約2.0h）

社会科の内容と指導法－(6) 近・現代の日本と世界の歴史とその取扱い 前期分テスト

復習： 講義ノートを参照し、近現代史を要約した上で、現代の国際社会を考える。 復習：

　国際社会が相互に関係を深める近現代社会における日本と世界の関係を指導するための基礎的知識を習得し、国際的
視野から見る日本と世界の歴史指導の方法を考えます。

　前半の15回分について試験を行います。実施の詳細については講義中に提示します。

予習： 近現代史部分について教科書を一読する。 予習： 十分な予習をすること。

社会科の内容と指導法－(5) 古代～近世までの日本の歴史とその取扱い 社会科指導の手順と実際
　古代から近世までの日本の歴史を周辺の国々との関係も併せて指導するための基礎的知識を習得し、資料収集、提示方
法、意見交換のさせ方などについて考えます。

　教育課程と指導計画の立案、教室や資料室、図書館などにおける指導法、教室外や郊外に出て行う指導、資料の検索や
使い方、ノート指導など、実際に即して検討します。

予習： 近現代史の土台ともいうべき古代から近世まで歴史について、教科書を一読する。 予習： 中学校社会科の目標を学習指導要領から再検討し、具体的な指導法を考えておく。
復習： 講義ノートを参照し、古代～近世までの歴史をふり返る。 復習： 講義ノートをふり返り、、指導方法を深く考えてみる。

社会科の内容と指導法－(4) 歴史的分野の指導目標 社会科公民的内容と指導法の検討
　日本及び世界の歴史の概要を知り、人々が生活する実際を、各地域や国々の交流と相互影響が時間軸に即して展開する
ことを理解させる歴史的分野の指導目標について考えます。

　社会科全体の内容を振り返り、社会科の指導目標に即して、特に公民的内容の指導方法について問題点や課題を指摘し
あいながら検討します。

予習： 歴史を介した社会認識について、教科書のはじめの部分を読んで考えておく。 予習： 教科書の全体の構成について調べる。
復習： 講義ノートを振り返り歴史認識の必要性を考えてみる。 復習： 講義ノートをふり返り、公民的指導の方法について

社会科の内容と指導法－(3) 日本のさまざまな地域の指導とその取扱い 社会科歴史的容と指導法の検討
　日本各地の気候や地勢の概要を理解し、産業や文化とのつながりや地域間の通信・流通・ひとや文化の交流などさまざま
な側面から日本の諸地域について考えます。

　社会科全体の内容を振り返り、社会科の指導目標に即して、特に歴史的内容の指導方法について問題点や課題を指摘し
あいながら検討します。

予習： 日本の国土の成り立ちを地理的視点から考える指導の意義についてまとめておく。学習指導要領の関係部分 予習： 教科書の全体的構成について調べる。
復習： 講義ノートを参照し、日本の成り立ちを地理的視点からふり返る。 復習： 講義ノートをふり返り、歴史的指導の方法を考え、メモする。

社会科の内容と指導法－(2) 世界のさまざまな地域の指導とその取扱い 社会科地理的内容と指導法の検討
　地表には海洋・大陸・島嶼・内海などがあり、海流や気象、平野・山岳・砂漠などがあり、そこに産業や都市、国などが生ま
れ、人々の暮らしが展開する世界の姿を考えます。

　社会科全体の内容を振り返り、社会科の指導目標に即して、特に地理的内容の指導方法について問題点や課題を指摘し
あいながら検討します。

予習： 「世界」を地理的に認識するために、教科書内容や地図帳の指導の意義を考える。 予習： 教科書、地図帳の全体の構成について調べる。
復習： 講義ノートを参照し、再び「世界」を知る意義を考える。 復習： 講義ノートをふり返り、地理的指導の方法を考え、メモする。

社会科の内容と指導法―(1) 地理的分野の指導目標 社会科の内容と指導法－(9) 政治・経済・国際社会の指導とその取扱い
　日本地誌や世界地誌などの理解をもとに、人々が生活する実際を・自然・産業・交易・政治や文化など広い分野にわたって
理解させる地理的分野の指導目標について考えます。

　身近な生活が、国際社会の動向、そこで選択する日本の政治や経済の動向、教育・福祉・医療・文化などの動向と関連す
ることを認識させるための方法について考えます。

予習： 中学校の地理的分野に関する教科書の全体を見つめ、地理的内容の指導の必要性について考える。 予習： 教科書の関連部分を精読する。
復習： 講義ノートを振り返り、地理的内容を指導する意義について再び考える。 復習： 講義ノートをふり返り、現代社会で起きている問題、課題についてメモする。

中学生期の社会認識と社会科教育 社会科の内容と指導法－(8) 私たちの生活と現代社会の指導とその取扱い
　自己と他者・社会などの外界を識別することが出来る中学生の心理的特質に立ち、正しい社会認識力を修得させる上で社
会科教育にどんな意味があるかを考えます。

　現代社会の仕組みや解決を迫られる問題などについて知り、人間関係や社会生活の実際を、家族・地域社会・学校等の
身近な仕組みや現実から認識させる方法について考えます。

予習： 社会認識とはどうすることか、自分の考えをまとめる、学習指導要領の関連部分を読む 予習： 教科書の関連部分を精読する。
復習： 講義ノートを振り返り、社会認識とは何かをメモする。 復習： 講義ノートをふり返り、現代社会の仕組みについて、生徒に気づかせる指導について考えてみる。

教育関係法における中学校社会科の意義 社会科の内容と指導法－(7) 公民的分野の指導目標
　中学校で「社会」に関する内容を指導する目的について、憲法・教育基本法・学校教育法・学校教育法施行規則などの法
令及び学習指導要領に探り、指導の意義を考えます。

　社会人になること、社会人として必要な基礎的知識を習得させる指導を通して、人々が生活する社会の仕組みを理解させ
る公民的分野の指導目標について考えます。

予習： 学校教育法を中心に、学校教育に関わる法令に目を通す。学習指導要領を通読する。 予習： 人間関係や社会的共同のなかに生きる公民としての自分をふり返り、考えたことをメモする。
復習： 講義ノートを参照に、学校教育に関わる法令に目を通す。 復習： 講義をふり返り、中学生期の生徒にとって、公民としての自分に気づかせる指導について考えてみる。

2020年度 授業シラバスの詳細内容

○授業計画
授業コード：K002301

○授業計画
授業コード：K002301

山岸　治男 山岸　治男

学修内容 学修内容
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科 目 名 ： 社会科教育法 （Teaching Methodology in Social Studies ） 科 目 名 ： 社会科教育法 （Teaching Methodology in Social Studies ）
担当教員： 担当教員：
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授業を通した学習集団の形成

復習： 復習：

　教室を、生徒にとって居心地良くかつ統制のとれた学習集団の場にする方法を検討します。相互評価、授業規則の遵守、
集団探求などについて実演します。

予習： 予習：

教材解釈と認識の変容 生徒の変容と授業評価
　指導の最終目標ともいえる認識の深化・変容のための教材解釈を、教師と生徒の両サイドに立って検討します。教師役と
生徒役を決め、「発問」の共有・齟齬を実演します。

　生徒が変容するとはどうなることかについて、授業実践記録などを通して検討します。そのための教師の存在意義につい
て意見交換し、各自の意見を報告しあいます。

予習： 予習：
復習： 復習：

授業の展開過程における生徒・教師間の相互作用 授業の評価と反省
　前回の講義を想起しながら、指導と学習の過程を社会的相互作用として把握し、授業の在り方を検討します。授業で問わ
れる「発問」の工夫について実演します。

　前回講義を振り返りながら、授業の評価と反省について検討し、評価と反省が教師及び生徒にとって重要な意味を持つ点
について考えます。

予習： 予習：
復習： 復習：

授業と学習の成り立ち 公民的内容の指導案作成と授業の実際
　教師による指導、生徒による学習、の視点から授業と学習を心理・社会的側面から分析的に見つめる方法を検討します。
教師役と生徒役を決め、実演しながら関係を習得します。

　受講生同士の話し合いを通して公民的内容の指導案を作成し、参加学生による模擬授業を行います。あわせて、授業評
価を「合評」形式で行います。

予習： 予習：
復習： 復習：

指導目標を達成する方法としての授業 歴史的内容の指導案作成と授業の実際
　授業とは何か、社会科の指導目標を通して検討します。授業と福祉支援との違い、授業と職務命令との違い、授業と行政
指導との違いなどを参照に検討し実演します。

　受講生同士の話し合いを通して歴史的内容の指導案を作成し、参加学生による模擬授業を行います。あわせて、授業評
価を「合評」形式で行います。

予習： 予習：
復習： 復習：

中学校社会科の内容と指導目標 地理的内容の指導案作成と授業の実際
　前回の講義内容をもとに、中学校社会科の内容と指導目標について学習指導要領を参照して検討します。授業で問われ
る、生徒への注意の方法について実演します。

　受講生同士の話し合いを通して地理的内容の指導案を作成し、参加学生による模擬授業を行います。あわせて、授業評
価を「合評」形式で行います。

予習： 予習：
復習： 復習：

社会生活の理解におけると地理・歴史・公民的内容の指導 社会科指導案の作成方法
　中学生になぜ地理・歴史・公民分野を指導するのか、どの水準の指導が期待されるのかなどについて検討します。授業で
問われる教師の立ち位置、机間巡視について実演します。

　社会科の内容をどのように授業に組み立てるか、指導案の作成に関し、いろいろな形式を検討します。教員間に指導案を
めぐって異なる意見がある場合の調整方法を考えます。

予習： 予習：
復習： 復習：

社会科教育と社会科指導の意義 社会科授業の組み立て・構成
　社会科教育の目的・目標を再度振り返り、社会科指導の意義について検討します。講義の後半で、授業で問われる声量、
間合い、話す速度などについて受講生間で実演します。

　前回講義を受け、社会科授業による学習集団作りについて検討します。集団学習に対する生徒間に「温度差」がある場
合、その調節方法について実演しながら考えます。

予習： 予習：
復習： 復習：

2020年度 授業シラバスの詳細内容

○授業計画
授業コード：K002301

○授業計画
授業コード：K002301

山岸　治男 山岸　治男

学修内容 学修内容


